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第 28回IC小田原国際会議レポート

『やすらぎの家庭、思いやりの社会、誇りを持てる園、

そして平和な世界をもたらすために』

去る6月10Fl （金）から 12日（円）まで第28回IC小間原凶際会議が、『やすらぎの家庭、思いやりの社会、 誇り

を持てる困、そして平和な1Lt界をもたらすために』のテーマの下、アジアセンターODA川札RAにて開催されました。こ

の会議のために、オーストラリア、フイージー、マレーシア、カンボジアからの4名からなるアクション・フォー・ラ

イフ（P.9註1参moの修了生のグループを初め、カナダ、インドネシア、そして韓同からの海外代表6名も来日しま
した。更に日本で学ぶq，凶からの留学生や円本在住の、イギリス、スリランカ、韓国の方々も参加されました。国内か

らも福岡や大阪等遠隔地からの参加省もあり、計11ヶ国・地域から約90名が参加しました。

開会式

開会式では、橋本徹国際IC日本協会会長の歓迎挨拶

に続き、マレーシアでICの専従を務めるナンドール・

リムさんより次のような基調講演がありました。

『中国の古典で孔子が記した大学という本の中に、

「天下平、つまり平和で幸せな世界を打ち立て、治国、

正しく国を治め、斉家、公正に家族を扱い、修身、教

養を高め、正心、心を正し、誠意、誠実な想、いを持ち、

致知、知ることを極め、精物、ものごとをあるがまま

に理解するという言葉があります。

私も完壁な人間などとはとても言えません。しかし、

完壁になるのを待って自分の夢を実現しようと悠長に構

えている訳にもいきません。私には夢があります。それ

は、私の国マレーシアが正直で愛される同になるという

ことです。そのためには、まず自分自身が正直で愛され

る人間であるかどうかと問し、掛けなければなりません。
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私は、いわゆる崩壊した家庭で育ちました。私が15

歳のi時に両親が離婚し、私は精神的に打ち捨てられ、肉

体的には母親から虐待を受けました。私は、両親に対し

て不信や憎しみを抱いていました。子供時代は祖父母と

共に過ごしたのですが、彼らからは他の人格を憎むよう

にと教え込まれました。彼らは、中｜玉｜系マレーシア人は

内戦の犠牲者だと言うのです。内戦とは1969年5月13

日マレ一人と中国人の間で勃発した人種対立暴動のこと

です。そして、「中国人とインド人には近づかない方が

いい、いつ掌の平を返して裏切られるかわからないぞJ

とよく言われたものです。しかし、実際私を裏切った人

たちというのは、マレ一人でもなければインド人でもな

く、私自身の身内、両親た、ったのです。両親が離婚を決

意したとき、私も他人に対して私の心の扉を閉ざす決心

をしました。特に私とは違う人たちに対してです。

1999年にICの第9回アジア太平洋汚年会議が台湾

で開催され、私は参加をしたのですが、その時がICに

出会った最初の時でした。家族の問題に関する台湾での

ICのワークショッフにいくつか参加した後で、自分の

生い立ちが自分の性格形成にどのような影響を与えてい

るのかを考えられるようになりました。そして、台湾の

ICの友人が、家に帰って、両親と一緒に生活すべきだ

と正面から言ってくれたのです。そんなことは一度も考

えたことがありませんでした。そこでようやく気付いた

のですが、向分自身の中に他人に対する不信と憎しみが

渦巻いていながら、どうして世界に平和をもたらすこと

が出来るだろうかと考えたのです。インドでのICセミ

ナーに出席した時、私は自分自身に問い掛けました。

「他人が一歩を踏み出すのを待っているのではなく、私

自身が一歩を踏み出したらどんなことになるだろう？も

し、そうしても失うものは何も無く、自分自身を取り戻

す事ができるのではないだろうか？Jと。

過去4年問、私は両親との関係をやり直すべく努力し

ました。そして、私が自分の態度を変えると、すぐに私

の両親への接し方や他の人との接し方が変わってきたの

です。一番驚いたのは、自分が変わることで、マレ一人

やインド人の新しい友達が出来たのです。今、私に他人

に対する不信感はなく、平和な気持ちのみがあるだけで

す。謝罪の力をもって、母国の中国人とマレ一人の聞の

和解を始めていると言えます。

2004年にアクション・フォー・ライフという ICの

プログラムに参加しました。このプログラムはインドで

始まり、カンボジアで終わるものでした。私がプログラ

ム参加者と一緒にインドネシアヘ行った際に、以前に出

会ったインドネシア人が私に対してずっと嫌な感情を抱

いていたと打ち明けてくれました。「どうして嫌いなの

ですかJと聞くと、どうも私が言ったことが気にさわっ

たらしいのです。

こんな小さなことでと私達は後で笑いあったのです

が、彼は、私に対して抱いていた憎しみと中同人に対し

て抱いていた制見について謝罪してくれました。彼も f

供時代にIll同人を信用してはいけないと言われて育って

きたのですが、これは私が子供時代にマレ一人やインド

人を信じてはいけないと言われていたのと全く同じこと

です。私達は花いに友人となり、私はインドネシアでIC

リーダーシッププログラムとチーム作りのプログラムを

行うと彼に約束しました。その後、数凶インドネシアヘ

赴き、インドネシアのICチームの人たちと何In！もワー

クショップを開催しました。

これが結論として申し上げたいことです。私は先ず第 a・h
に自分を変え始め、それが家族に広がっていきまし司，

た。第二に周りの人も私の態度が変わるにつれて、自分

自身の生活を省みるようになりました。最後にここにい

る皆様のような他の国の友人達と、自分の経！換を分かち

合うということを始められるようになったのです。

もしも安らぎの家庭・思いやりのある社会・誇りの持

てる同・平和な世界をもたらすということを実現したい

のなら、先ず自分から始めないといけません。自分が安

らげるような、思いやりのあるような、誇りを持てるよ

うな、平和をもたらすような個人とならなければならな

いのですj0 

．談笑するナンドール・リム氏（右から2人目）

体験の分かち合い

翌日日は、先ず、静かな時間を持つ意義がオースト

ラリアのナイジェル・ヘイウッドさんから説明されまし

た。続いての 『自分のグループ・組織・社会の中の人

間関係の向上のために』のサブテーマで開かれた全体会

議では、バイオリニストの斎藤・アンジュ・玉藻さんか

ら次のような話がありました。
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『私は小学校5年生の時に父親が亡くなり大変ショッ

クを受けました。父とはとても仲が良かったので喪失感

が大きかったと思います。その後、学校に行けなくなり

ました。 起きょうと思っても回りが緑色に見えてし

まって起き上がれず非常につらい状態になりました。

小さい時からバイオリンを続けていたのですが、そのバ

イオリンさえ10分弾くと倒れてしまうような状態でし

た。そんな時、ご近所のお宅で音楽仲間が集まってバッ

ハのプランデンブルグコンチェルト5番を楽しむのでど

うぞいらっしゃいと声をかけていただきました。それで

も、みんなと一緒に弾けるかなと体調が心配でした。自

信も無かったのですが、とりあえず行って見ょうと思い

ました。

ところがそこでバッハの曲を弾いてみると急に元気が

． 湧いて来ましたoみんなと一緒にとてもうまく演奏でき

ました。それ以来自分でも不思議なほどどんどんカが湧

いて来ました。中学に入るころには元気が戻り自分に不

思議な力を与えてくれたバッハについて本格的に勉強を

始めました。そのうちにドイツのライプチヒでのバッ

ハ・コンクールに出て見ないかという誘いがありまし

た。課題曲を見るのがやっとという状態で、しかも最年

少でしたがこれに挑戦してみました。結果は優勝者なし

で、私も入賞出来ませんでしたが、ここに運命的な出会

いがありました。

この時、バッハがカントル（音楽監督）として働いて

いた教会の現在のカントルに当る方が、私の演奏を聴い

ていて声をかけてくれました。そして、「このコンクー

ルで、の評価よりも私はあなたのバッハの演奏は素晴らし

いと思うJと言ってくださいました。もっとこれから頑

張りなさいと言って、2年後に彼の教会で演奏をさせて

くれると約束してくれました。 そして昨年、 2004年

にライプチヒの聖ニコライ教会でデビューを果たすこと

ができました。その聞も近所の方々の暖かいフォローが

あり、お陰で去年のコンサートは大成功させる事が出来

ました。また、ヨーロッパ各地や日本各地でも演奏が出

来るようになりました。

バッハの音楽は人に力を与える事が出来ると実感して

います。 幼いときからバイオリンを始め、バイオリニ

ストになりたいと思っていましたが、ただその時はまだ

幼く 、ただ絡好いいから、目立つからと思っていまし

た。 一度弾けない状態になり、とてもバイオリニスト

などやっていけるのかなと思った時、いろいろな方に励

まされ背楽の力について考えさせられ、実感しました。

私はバッハから力を与えられたという実感を人に広げ

て行きたいと思います。
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私のしたようなつらい体験と同じような体験をしてい

る方や、もっとつらい体験をしている方々がおられると

思います。私の演奏で少しでも心が励まされ、力が湧い

てくるようになればと思います。人に力を与え、元気に

なっていただけるようなバイオリニストになりたいと思

います。そして、世界中の方々のお役に立てればと思い

ます。

今夜会場でバッハを何曲か弾かせて頂きます。 バッ

ハの曲には正直、純潔、無私、愛のICの目指す心がす

べて備わっていると思います。人々を励ますすべての要

素がつまっているそのことを私の演奏でうまく表現出来

たらと思っています』。

続いてフイージーのアパルナ・カトリさんは、次のよ

うに言古しました。

『私はアクション・フォー－ライフの修了生の一員と

してフイージーから参りました。昨年、アクション・

フォー・ライフに参加したのですが、 20カ国から45名

の参加者が9カ月間生活を共にしながら東南アジアの

様々な国を訪ね、宗教も文化も違う様々な人々に出会

い、大変良い経験をしました。そして、その中でポジティ

ブな考え方を身につけることができました。

特に良かったことは「静かな時間Jを経験したことで

す。「静かな時間Jとは自分の心の中に耳を傾けることで

す。私たちはとかくまわりのことには良く耳を傾けます

が、自分の心のけ1の声を聴くことはなかなかありません。

つの例をお話しましょう。ある時おじいさんと孫が

市場へ買い物に行きました。買い物をした物を運ぶため

にロバを手に入れました。そして、ロパの背に荷物を乗

せて歩いて行くと、周りの人が「ロバに荷物を乗せるよ

り人がロバに乗ればいいのにJと言いました。それでお

じいさんと孫はロバの背に乗りました。しばらく行くと

周りの人がまた 「まあ、あんな小さいロパに二人も乗っ

てロパがかわいそうだわJと言いました。すると孫はロ

バから降りて歩きました。またしばらくすると今度は、

「ああ、かわいそうに子供が歩いて、おじいさんが楽を

しているなんておかしいねJと言いました。するとおじ
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いさんは自分が降りて孫をロパに乗せました。すると今

度は、「かわいそうに、ロバがあんなに疲れているのに

人が乗っているよJと言われたので困った二人は仕方な

く、ロバをかついで歩きだしました。

回りの人の言うことばかり聞いていると、このように

いろいろと間違ってしまいます。自分の心の中に耳を傾

ける事が大切です。「静かな時間Jを持つということは

ひとつの宵慣のようなものです。あるH与「静かな時間j

を持ったとき、かつての上司のことが心に浮かび、まし

た。以前ボーダフォンの会社に勤めていたのですが、そ

この上司といつもぶつかっていました。そのうち、憎し

みがつのり仕事をするのが難しくなり仲が悪くなってし

まったのです。二人の意見が違った時、私こそ正しいと

思っていました。良く考えてみると自分が憎しみを持っ

たのでうまく行かなかったのだと気付きました。そこ

で、このような怒りの気持ちを捨ててイーメイルを交換

し始めました。そして、フイージーへ帰る頃にはまるで

以前から親友であったかのように仲良くなりました。大

きな組織や社会のなかにあっても先ず個人と個人が仲良

くすることがコミュニケーションの基本だということが

解りました。

人と人の良い関係を保つには自分の人格を大切にし心

の深いところに耳を傾けることが大切だとおもいます。

これが私の第一歩でした。このように勇気を出して第

歩を歩むと次の一歩を歩む勇気が湧いて来ます。今朝、

ナイジェルさんがまず自分自身が変わること、そうする

と変化が表れると言いました。

私達は政治や国が悪いと他人を責めてばかりいます。

他人に指を差しています。まるで子供が何かこわれた

ら、君がやったんだと指さすようなものです。誰かに指

を差すとき3本の指は自分の方を向いています。指差し

た相手より自分のほうが3倍悪いのです』。

全体会議に引き続いて「小型武器と少年兵の問題につ

いて（鬼丸昌也テラ・ルネッサンス代表）J、「日中韓の

関係改善のためにJ、「ICへの理解を深めるためにJとい

う3つのワークショッフが開催され、それぞれ一番関心

の深いテーマを選ぴ参加しました。

午後からは『やすらぎのある家庭と家族関係を作るに

は』のテーマでの第1回目の分科会が開かれました。午

後3時からのお茶の時間には、 ICょっ葉会のメンバー

を中心とした女性たちの手作りのお菓子を堪能しながら

楽しい懇談の一時を持ちました。その後には、 『自分の

所属するグループ・組織・社会での思いやりと人間関

係』のテーマで第2回の分科会が関かれました。

夕食後には、各国からの会議参加者による楽しい歌

やパントマイムなどの上演の後、斎藤・アンジュ・玉藻

さんによるバイオリンコンサートが開催されました。

魂を揺さぶるようなアンジュさんの数々の素晴らしい

演奏に酔いしれた晩となりました。プログラムが終

わった後も各国の青年達はそれぞれの同のゲームを教

えあって盛り上がる等、参加者の交流は更に夜遅くま

で続きました。

．素晴らしい演奏をしてくれたアンジユさん
（左は幽の解説をしてくれたアンジユさんのお母さん

．各国のゲームを楽しむ青年達、もう国墳は無い

翌 12日も静かな時間のセッションから始まりまし

た。

続いての 『誇りの持てる国作りと世界の平和作りのた

めに』のテーマでの全体会議では、先ず、NGOのテラ・

ルネッサンス代表である鬼丸昌也さんから、特にシエ

ラレオネ、リベリアやウガンダ等のアフリカ諸国での

子ども兵の問題の現状が生々しく報告され、又、トラウ

マを負った彼らが精神的なケアーや技術訓練を受けて

社会復帰が可能になるように努めている活動状況が報

告されました。

． 



続いてカンボジアの大学生であり、カンボジアでの

ICの代表を務めるキム・プットさんから次のような話

がありました。

『私はカンボジアから来た、プットです。ここ日本に

いられることを大変うれしく思います。

カンボジア中で日本の存在をいたるところに見ること

ができます。首都ブノンペンではカンボジア・日本友好

橋が首都の二つの部分をつないで、います。また、円本人

は有名な仏教寺院遺跡が立ち並ぶアンコール・ワットの

修復にも力を貸してくれています。カンボジアを旅する

と、皆様の国日本と私の悶が共同で行うプロジェクトを

多く見ることができます。ですから、私が皆様の国にい

るということは、日本とH本人に有難うございます、と

言うことができる訳で、それはとてもすばらしいことだ

と思います。

アクション・フォー－ライフにも大変感謝していま

す。もしこのプログラムに参加していなければ、今日私

はここにいないからです。このフログラムが私の目を世

界に開いてくれました。他の文化や信仰についての理解

をもたらしてくれましたし、向分自身についても多く学

ぶことができました。

私の住む東南アジアという地域は20世紀に多くの困

難に見舞われました。そして、そこからまだ回復しては

いません。カンボジアは汚職と貧困が至るところにはび

こる国です。ICについて学ぶ前、私はこうした国の問

題の一部でした。私も、他の多くの人と同じように、社

会が私に何かをすべきであって、社会のために私が何か

をすべきだとは考えていませんでした。

私の国の問題の一つは、隣国ベトナムとの関係です。

1979年にベトナム軍はクメールルージュと戦い、その

撃退を助けましたが、その後もカンボジアに駐留し、権

力を掌握しました。今日でも多くの国境問題が両国の間

にあり、不法ベトナム人移民の存在があります。子供の

頃、ベトナム人は信用できないと教わり、家族も社会も

ベトナム人は我々の敵だと教えてきました。私は常日

頃、ベトナム人は私をだまそうとしているし、この国を

破壊しに来たのだと感じていました。

2002年に、マレーシアでの第10回ICアジア太平洋

青年会議に出席しました。そこで初めてICの4つの道

義標準である絶対正直・絶対純潔・絶対無私・絶対愛に

ついて考え始めました。そして、私のベトナムへの憎し

みというものが、自分にも、そしてベトナム人にも影響

を与えていることに気がつき始めました。会議で、べト
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ナム人の女性が立ち上がり、カンボジア人グループにベ

トナムがカンボジアにしたことについて謝罪しました。

私は感動して、彼女と話をしに行きました。そして、「ベ

トナムにも、カンボジア人が感じている痛みを感じるこ

とのできるベトナム人がいることが分かったのは、大き

な希望ですjと告げました。二人で、連絡を絶やさず両

国の関係改善のために一緒に働こうと約束しました。カ

ンボジアでも、ベトナムでも ICグループが立ち上がり

ました。以来、私はベトナム人と親しい友人を作ること

ができるようになりましたし、私たちはいろいろなプロ

ジェクトを一緒に行うようになりました。

2003年に、カンボジアで第 11回アジア太平洋青年

会議を開催しました。日本のICチームから、カンボジ

アからの出席者への支援金として 6,000ドルの寄付を

頂きました。会議のある日、 一人のカンボジア人参加者

が、「ベトナムのカンボジア支配のためにベトナム人を

愛するのは非常に難ししりと発言しました。この発言に、

ベトナム人参加者はかなり動揺し、会議を途中退席する

と言いだしました。幸いにもその日の最後に話し合いの

場がもてました。その結果、毎晩ミーティングを持つよ

うになり、お互いに対して正直になり、謝罪やお互いの

感情について話し合うことができるようになりました。

この一人のカンボジア人の正直な発言が、「カンボジア

ーベトナム対話Jプロジェクトへと発展しました。最初

の「カンボジアーベトナム対話」プロジェクトは昨年第

回が行われ、 14名のカンボジア人がベトナムヘ行き、

APYCで出会ったベトナム人と 10日間の活動を行しEま

した。この10日間でお互いをよく知り合うことができ、

両国関係にいかに癒しをもたらすかについて議論を行い

ました。カンボジアでは今年7月に25人のベトナム人

を迎えて第二回「カンボジアーベトナム対話Jプロジェ

クトを行う予定です。（P.16参照）

カンボジアへ帰国したら、教職を辞し、 ICの専従ス

タッフになる決意をしました口大変なこととは思います

が、私には若さと情熱があります。この決断が、国内の

ー幽国

．情熱の伝わって来たキム・プット氏の話し

5 
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多くのICメンバーと連絡を密にし、より自由にICの考

えを多くの人々に広げていけることにつながってくれれ

ばと願っています。

皆様にも是非カンボジアに来て、この仕事のお手伝いを

して頂きたいと思いますし、その際には勿論皆様をカン

ボジア流におもてなしさせて頂きます』。

更に、韓国で開催された、日韓、或いは、日中韓

の大学生フォーラムにこれまで参加した、日韓ICユー

スの青年たちから、それぞれがこれらの交流を通して

培った友情や相互理解、そして、これからの更なる関係

改善についての確信が述べられたことは会議参加者に大

きな希望を与えました。

．より良い関係作りに励む日韓の青年達

更に、 『誇りの持てる国作りや世界の平和作りと自分

の関わり』のテーマで第3回目の分科会が関かれ、昼食

後には、最後の全体会議・閉会式が 『やすらぎの家庭、

思いやりの社会、誇りを持てる国、そして平和な世界を

もたらすための私の第1歩』のテーマで閲かれました。

この会議では参加者から次のような話がありました。

『今回参加していろいろなことを学びました。 世界

には日本人のようには恵まれていない人々が沢山いるこ

と、少年兵だったり、満足な教育が得られなかったり。

又、日本が誇りとして良い部分についても解りました。

日本には他の国を恨んだりする感情がない。これはとて

も良いことだと認識しました』 （大学生）

『参加してとても勉強になりました。 短期留学生と

して日本に来ました。留学生の役割は本当に見た真実の

日本を知り、伝えることです。日本の方も是非中国ヘ来

てください。 8月に留学を終え中国ヘ帰ります。 これ

からは日中友好のために力を尽くしたいと思っていま

す』 （中国からの留学生）

『毎年この会議に参加すると心が洗われます。でも、

毎年1回ではいけません。毎日が大切です。私の世代は

終戦のあと小学生になったので過去への反省が強いので

す。日本の誇りを持つことはあまり考えませんでした。

その後、仕事で海外で暮らすとよその国の人々は国に

対する誇りがあることに気付きました。では日本の誇る

べきことは何でしょうか。誇るべきことは次ぎの3つあ

ると思います。一つは日本は60年間戦争をしていない。

2つ目に日本は武器を輸出していない。3つ目には民

主主義が徹底していて政治犯や政治亡命もない。又、こ

の会議に来て知りましたが兼松恵さんのようにカンボジ

アの未来のために働いている方、又、ウガンダで働く鬼

丸さんという｜司胞がいることは誇るべきことです。

いま重要なことはとことん話しても一致しないことが

あるということです。それでも仲のよい関係を保つこと

が大切です。 同じ両親から生まれる兄弟であってもま

た、夫婦でも考えの違うことがあり、この違いを認め、．

この違いを許し合うことが大事です。国際社会では、国

を見る前に、個人を見なさいと言われます。物事の本質

は何か良く考えて互いに仲良く生きることが大前提で

す』（元ビジネスマン）

最後に、来年の会議でそれぞれが今回の会議に参加し

て決心したことの実践の報告ができるよう期待しながら

本年の会議を閉会しました。

・小さなグループで自由な意見交換を図った分科会

．直ぐに親しくなった日中韓の青年達
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定着した学校訪問・ホームステイ
ーアクション・フオー・ライフ修了生グループのその後の活動一

今回の小田原会議には、オーストラリア、フイージ一、マレーシア、カンボジアからの4名からなるアクショ

ン・フォー・ライフ（AfL)の修了恨のグループが参加しましたが、インドネシア、そして韓同からの大学生等3

名が加わり、会議の後にも、学校訪問等のプログラムが続きましたので、その糠子をお伝えします。

＜スケジュール＞

6/13 （月）

「箱根小学校J訪問（3同日）と箱根見学

6/14 （火）

午前 「箱根湯本中学校J訪問 （初）

午後 「川瀬学園小田原ファッションアカデミーJ

訪問（3回目）

夕方 ホストファミリー5家族との合同交流懇親会

6/15 （水）

午前 「箱根湯本小学校J

午後 「箱根仙石原中学校J（共に初訪問）

AfLの一行9人は、l司際会議終了の翌日に当たる6月
13日（月）、小田原箱根SGGクラブ（善意通訳者の会）

の池田百合子会長の案内で箱糠見学に出かけた。目的

は、束の間の骨休みを兼ねて、日本の誇る観光地富士

箱根の自然や文化に直接触れることと、そのルートに

ある箱根小学校を訪ねることであった。

箱根小学校での交流会

当日は、先ず大涌谷を訪れ、今も所々に吹き上げる

硫黄の湯煙に、まさに地球は生きているを実感。次い

で箱根小学校を訪れた。AfL関係者にとっては、今回

が3度目、 一昨年の中国国際交流協会郁文先生を団長

とする訪日代表団一行の訪問を加えると4年連続の訪

問となった。

箱根小学校の今年の児童数は全校で32名、教師の数

は16名を数える。そんな環境下にあって、この学校で

は、国際観光地という地の利と、国際化という時代の

流れ（天の時）を活かして、鈴木恒美先生のリードの

もと、歴代の校長・教頭先生らのパックアップを得て、

極めてユニークな総合学習（国際理解教育）が展開さ

れている。一行は同校に着くと、先ず鈴木先生のリー

ドで4年生の教室を訪れた。そこではにぎやかな自己

紹介の後、 7名のAfLメンバーには、生徒が一人ずつ

ぺアとして付き添い、手作りの折紙などがプレゼント

として手渡された。その後、食事場所の視聴覚教室に

向かい、そこで先生方と全校生徒に温かく迎えられた。

そこでは異学年の生徒たちとも一緒にグループ毎に食

事。その時の会話を通じて更に相互の交流は深まった。

昼食後は、場所を体育館に移して全員との交流会。歓迎

の挨拶の後、Af Lのメンバーによる自国紹介や体験の

発表とニュージーランドの先住民のマオリ族の歌と踊り

の披露や指導があった。又、生徒達からAfLメンバーの

出身国について、活発な質問が発せられた。

l,,. ;,,, . ;t手， G

．教室で生徒達と交流するメンバー達

その後、箱根神社や「箱根の関所跡Jを見学。こうし

て日本の歴史と文化、更には自然に触れつつ、箱根小学

校の全校生徒や先生達との交流を通じて、相互理解の促

進を図った様子が、箱根町の広報誌7月号の表紙を飾

り、全町民に大きく伝えられた。

その時アテンドした一人ひとりの生徒から、「一緒に食

事をしたり、話ができてすごく楽しかった。また、いつ

か是非お会いしたしりなどという趣旨の手紙が、思い出

の写真と共にAfLメンバ一一人一人に送られることに

なっている。

箱根湯本中学校と

小田原ファッションアカデミーを訪問

翌14日（火）の午前中には、箱根町立湯本中学校を

初訪問した。ここでは、 1～3年生55名合同の交流が

計画された。目的は、 AfLメンバーとの体験交流と相互

理解（異文化理解）の促進である。

生徒達は、 AfLメンバー（6カ同）を手作りの同旗で

歓迎。生徒代表の主導により、体育館に於て、交流会

は進行した。リーダ一役のオーストラリア出身のナイ

7 
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ジェル・ヘイウッドさんによるAfLの説明、 Ill：界地｜刈を

背景にメンバーの口己紹介と体験発表やマオリ族の歌と

踊りやAfLの“時間に灯りをともそう”のテーマソング

を紹介。このあと、生徒達からはメンバーの山身同につ

いて、事前に調べた知識をベースに英語で質問をし、そ

れぞれの同についての知識と瑚解を深めた。第二部で

は、盆踊りを輸になって 一緒に踊りながら、交流を楽し

んだ。

・踊りを習うメンバー達

続いて午後には、今回で3rol日となる小[11原ファッ

ションアカデミーを訪問した。ここでは川瀬校長の歓迎

の挨拶の後、 AfLメンバーの語る体験に80名の学＇tた
ちは熱心に耳を傾けると共に、場（や踊りを楽しんだ。

（この模様は、地元紙「神静民報Jの3両トップに写真

人りで大きく報道された。）なお、ここでは交流会終了

後数人の友子学生がメンバーに歩み寄ってきて更に会話

が弾んだ。その中には昨年、 「皆の自，1でJ選定！を述べる勇
気はなかったが、石い同・11t代の体験と人生の決心を聴い

て深く感動したJFrを涙ながらに語った二人の学生もい

て、そのうちの一人は、将来、タイのデザイン’芋校で勉

強をしたい円の夢を語った。

・小田原ファッションアカデミーの先生方と生徒さん達と

ホストファミリ－5家族との合同交流懇親会

今回、 AfLメンバーのために、特別にホストファミ

リーを引き受けてくれたのは、いずれもこれまでもお世

話になってきた地元を中心とした5家族である。今同

は、地元の二宮秀夫さんが代表を務められるMRA(IC) 

小田原サークルが主催者（llt話人4名が参加I）となり、

ホストファミリーへの感謝を込めると共に、 AfLメン

バーに対する地元としての歓迎と慰労、，1flぴにホスト

ファミリーへのAfLの活動の紹介も兼ねて、交流懇親会

が閃カ通れた。！市上、 二符さんは、歓迎の挨妙に加え、過

去10年間毎月例会を持ち、設立n的である 「小川原を
良心のまちにしよう！ Jの理念を愚前に追求してきた円

を語った。そして、新しい動きとして、 ijj氏の聞に新し

い怠識が芽，，ミえ、，1，心市街地の活性化のためにボートピ

ア （舟券売場）を引致しようとする動きに対しても、単

なる反対運動ではなく 、対案を示す形で、の運動が民1mさ
れるようになった経緯を紹介した。その結巣、 ）；！Jいもか

けない方向に・JT態が民間し、その他の類似の｜問題に対し

ても、新たなrjj民レベルの動きに述勤し、それが行政を

動かしつつある現状を説明した。

あい、て会食の後、AfLメンバーによる行ホストファミ

リーの紹介が、ステイ ljIの家族とii身との交流体験や観 ．
察を交えながら、表↑！？在に／｜ミき生きと行われた。続いて

AfLの活動の紹介と共にメンバー倒人の体験と共に；欽や

踊りも披露され、 I)_!に交流を深め介った。

．ホストファミリーのご家族と共に

箱根湯本小学校と

箱根仙石原中学校を訪問

次いで、、 翌Hの15 l=fには、午前中、和似｜町の湯本小

学校を訪問した。づ｜率の2名を合む一行7名は、 6年＇I::.

を除く全校生徒約 120名に温かく迎えられた。5年生

代表による歓迎の挨拶の後、フイージー出身のアパル

ナ・カトりさんが、リードして交流会は進行。二人のメ

ンバーの内、一人はイタズラを答められるのが怖くてウ

ソをついてしまったこと、もう一人は自分のミスを他人

になすりつけてしまったこと、そして、共にそれを正直

になって謝ったときの体験を生徒たちの目線に立って巧

みに語った。生徒たちの反応は極めて敏感で、率直。個人

的体験に裏付けられたICのメッセージがストレートに

受け止められたことが、活発な質疑応答からもよく感じ
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取ることができた。その後、メンバーによるマオリ族の

歌と断りの披婦と指導、これは生徒たちも大いに気に

人ったようであった。

これを受けて同校の教頭先生は、ff:I円ということにつ
いて、 II本でも rli米からJい伝えられている教え「天知l

る、地知！る、我知！るJという J来を説明しつつ、正前の

大切さについて訴られた。最後に、校；放の斉唱、次いで

'I：従代ぷによる感怨と感謝の rl~が述べられた。片食は

行学年毎5グループに分かれてとり、生徒たちと交流を

深め0った口

あ弘、て A行は、桁似の1111イj）反小学校に向かい、 1• 2 

年生約60名との交流会を行なった。ここでも、 AfLの

：人のメンバーがれ身のflnl人的な体験を話した。その内

の 直人、カンボジアのキム・プットさんは、 n分は114に
出！？れば教臓のft•Jfが待っているが、｜五！の将米のため、 1'J

年たちにl'I分がAfLで学んだ＇ l：きえiの確f,lを伝えていく

ことにした。そのため、教職をしばらく投げうって、こ

の活動にボランティアとして専心していく決心である行

を話った。その後、 5つのグループに分かれて、 AfLメ

ンバーと兆.mでの会話や交流が行われ、十llf L,flJ!解を深め
介った。終f後、｛f：配の教科｝：任の先＇ Uま、「今IIの内

年のl縫いを聴いて、ぷをもって生きることの治消しさを

実感した。後市の才7し、教師に奨めたい気J、？ちだJと話っ
た。

その後の活動

箱似と小川原での活動の後、グループは、鎌倉を訪ね

た。生憎の雨模織とはなったものの、そのために静かな

占部で美しい寺院建築や日本庭，~1等 11本の伝統美を満喫

した。

翌17日には、同際基督教大学を訪ね、鈴木学長やrj1

村学生部長と懇談を行うと共に、試験中で人数は少な
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かったものの留学生や11本の学＇I：の庁々とも交流する機

会をねた。

翌日の18日には点以でIC交流会が閲カ亙れたが、今frrJ

のIJ本で学んだこと、感じたこと等が披属された後、IC

火性の会のメンバーやそのご家族の手作りの食 ·J~ ＇こ百践

を打ちながら、楽しい恕l淡の11,J問を過ごした。その他に

も、 ICユースのメンバーの大学生たちとの交流会が数

1rr1聞かれ、メンバーの通う＇， l稲川大学を案内してもらう

機会も似た。 A行は6JJ211Jにそれぞれ再会を約しな

がら川Ir~Iの速に就いた。

e1cょっ薬会主催のお茶会で作j去を学ぶ

e1cユースのメンバーとの交流

・早稲田大学への訪問

［註1：アクション・フオー・ライフ（Afl) 各国の青年たちが寝食を共にし、インドを初めアジア各国を回りながら、

その国々の人々と知り合い、文化等も学ぶと共に 自分自身の成長を図ることを目指す9ヶ月にわたる IC国際青年教

育プログラム。 2001年の9月から第 1回が、 2003年の9月から第2回が開催され、本年の9月1日から 2006年の

8月3日まで第3回のフログラムの開催が予定されている］

9 
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2001年9月11日のアメリカでのテロは 19名のイスラム原理主義者によって引き起こされ、世界を恐怖に陥れました。しかし、イスラム

の本当の教えと安を理解する一助としてイギリスのICの方々 が、IC(M孔久）とII¥会ったイスラム教徒19名の方々の体験や考え方を紹介した『何

故テロかー他に選択肢はないのだろうか？ハNhyTERROR-is there no alternativeつ』 という小冊子を作りました。日本人に馴染みの

浅いイスラム教への理解を深めて頂ければと、この小冊子を翻訳して順次ご紹介しています。第3回はインドのイスラム教徒の方のストーリー

です。 。ICと私く〉
曲がった棒が真つ直ぐな影を作ることはできない

曲がった棒が真っ直ぐな影を

作ることが出来ないように、憎

しみに駆られた行動では、愛を

作り出すことはできない。憎し

みは憎しみを生む。イスラムは

愛と平和の宗教である。

現在、多くのイスラム教徒がマホメットの人生を忘れ

てしまったようだ。マホメットがモスクへ行く途中にあ

るユダヤ人女性の家を横切るとき、その女性に汚物を投

げつけられたものだが彼が怒ることはなかった。彼はそ

れを払いのけ再び歩み出した。ある日彼がそこを通った

とき、彼女が見当たらなかった。尋ねると、彼女が病気

であることを知らされた。近所の人に付き添われ、彼女

の容態を聞きに行き、そして彼女が必要な薬を持って

いった。そのユダヤ人の女性は自分の行動を恥じた。

我々の生活を定めている模範はこのようなものだ。

心からの謝罪

1952年以前には私は日に5回祈り、コーランを読

み、イスラム教徒がすべきことをしていると思ってい

た。そして、フランク・ブックマン博士 (ICの前身－MRA

の創始者）と、彼がボンベイに率いて来たMRA（現IC)

の国際チームと出会った。彼らのミーティングでは、ス

ビーカーたちが次々とステージにあがり、自分たちの経

験を話してくれた。彼らの話は全て私にあてはまるよう

に感じた。家へ帰って、それらの話について考えた。そ

して、一つの考えが私の心を捕らえた。「これまで長年

積み上げてきた混乱をそのままにしてこなかったか？J。

私はこの考えを無視して仕事を続けた。しかしながら、

何かが私を引き寄せ、それらの混乱について再び考え始

めていた。はっきりした考えが浮かんだ。「この混乱を

収拾する唯一の方法は心からの謝罪であるJと。

イスラムの中身を磨く

私はコーでの夏の会議に招かれた。二ヶ月を過ごす予

定で出かけたが、結局10ヶ月間滞在することになった。

ハルーン・カブリイー（インド、弁護士）

そこで、後にチュニジアの大臣になったモハメッド・

マスモウディ氏が「MRAは私を良いイスラム教徒に変

えたJと話したのを聞いた。更にイラン国王の代理で来

ていたハザギィー氏が「私は毎年ここへイスラムの中身

を磨くために来るjといっているのを聞いた。更に、エ

ジプトのフアローク国王のいとこであるハッサン王子

や、ガーナのイスラム教徒の族長であるトロン・ナ氏ら

が話を続けたが、彼らの話は皆印象的なものだった。そ

こで私は、祈ることのみで良いイスラム教徒となれるの

ではない、又、他人の感情にも配慮し、そして人と人、

そして神と人とを引き離す障害を取り除いていかなくて

はならないと悟った。

私がインドのあるグループの会長のとき、ラジモハ

ン・ガンジー氏（註2P.11)を講演者として招いた。彼

の話の後、誰かがこう尋ねた。「イスラム教はあなたの

今言ったこと全てを教えています。なぜ私たちがMRA

のメンバーになるべきなのでしょうか？Jするとガンジ

ー氏は私に答えるよう言った。

棚の上高くに

私は、「MRAはメンバーに加わるというような組織で

はない。MRAとは、静かな時聞をもって、正直、純潔、

無私、そして愛という4つの絶対的な道徳基準に基づい

た生き方そのものなのですJと言った。

そして私は、ある話をした。「ある工場の持ち主（オー

ナー）が外国に住んでいた。彼はそこから定期的に手紙

やメッセージを送り、工場のマネージャーにどう経営し

ていくかを伝えていた。そのマネージャーはオーナーを

愛しており、彼とのコミュニケーションをとても尊重

し、その手紙をシルクの布で被い、棚の上の高い所へ保

管した。年月が過ぎ、工場の設備は少しずつ劣化して

いった。ある日、友だちがそこを通りかかり、工場の状

態を見てマネージャーに尋ねた。『オーナーは君に工場

の運営に関する指示を送り続けているのじゃないの？』

彼は答えた。「うん。彼は連絡をくれてるよ。僕は彼と

のコミュニケーションをとても尊重していて、棚の上高

くに大切に保管しであるんだん「なぜそれらのメッセー

ジを実行すべきと思わないんだ？Jと友だちは言った。
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完全なる服従

このストーリーのオーナーとは神であり、コミュニ

ケーションとはコーラン、マネージャーとは私たち、イ

スラム教徒をあらわしている。そして友人とはMRA（現

IC）のことである。道徳とは次の言葉でまとめられるだ

ろう。『ただ考えるだけで実践に移そうとしない理想は、
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私たちを支配する憎しみや分裂や貧欲といった現実に抵

抗出来るような力を備えてはいなしリ。 もし、今日のイ

スラム教徒たちが我々の宗教をそのメッセージに基づい

て実践し、人類への愛を示し、神に完全に従い、信仰心

を持つならば、我々は新しい世界を持てることになるだ

ろう。
（註2ラジモハン・ガンジー： マハトマ・ガンジーの孫で、ジャーナリス卜、
上院議院等も務めた。インドICのリーダーの一人であり、現在はアメリカの大
学で教鞭を執っている）

一会員の活動紹介－ ：~：とおどどおz:::i：：；.立~~；：：~~~コー

『傾聴jは、心の扉を聞く

田畑昌子 （福岡・ TA傾聴講座担当）

「手をさしのべてくれる人はいても、心の寂しさを埋

めてくれる人はいなしりという言葉に出会いました。

物質が豊かで、欲しいものはすぐ手に入る時代ですが、

本当の豊かさとは何だろうか、と考える機会が訪れま

した。

癌末期、余命6ヶ月の告知を受けた女性、故小山ム

ツ子さんとの出会いです。彼女は、「余命6ヶ月あるの

よ、何かしたい、今、自分にできることJについて話

してくれました。「自分の話をぴたすら聴いてくれる人

が欲しい。意見は要らないから、ただ聴いてくれるだ

けでいいのんその望みが、人の話が聴ける人たちを育

てようと発展し、福岡市で「傾聴力養成講座jが平成

8年に開講されました。小山さんが癌であったことも

あり、内容は癌末期の方を傾聴する講座でした。（平成

1 3年迄続きました）

癌末期の方の傾聴をさせてもらいながら、多くのこ

とを学ぶ貴重な体験となりました。旧知の婦長さんか

ら「入院中でナースコールを鳴らせっぱなしの高齢の

男性患者さんが居るのよ、なんとかなりませんかJと

いう依頼でした。その方は「シベリア抑留Jの辛い話

など、じっと天井を見つめながら話してくれました。

「辛かっただろうねJとただ共感するだけで時間は過

ぎました。翌日婦長さんから電話がありました。「夕べ

は、ナースコールが鴫らなかったのよ、不思議ねん過

去の辛さを誰かに分かつて欲しかったのかもしれませ

ん。傾聴する者にとっては、忘れかけた戦争の体験を

知ることができ、今の豊かさ故に忘れているものを気

づくチャンスにもなります。死と向かい合うとき、人

は自分の過去を自分史を語るように話してくれること

が多くありました。自分の人生を納得なさっているの

ではないかと思います。

それを聴く者は、何も言葉はいりません。ただ受け入

れるだけで良いのだと思いました。

多くの方は「自分は、人の役に立っただろうかjと関わ

れます。この言葉は、私にとって生きることの価値観だ

と思うようになりました。「お金や地位や名誉ではなく、

どれだけ人の役に立てるかjということなのではないか

と思います。

私には、びとりの兄がいました。兄は、幼い時から体

格が小さく、私には、弟のような存在でいつも兄を守る

立場をとっていたように思いますが、成人してからは、

いつでも大声で豪快な笑い声と明るさで何ごとも乗り

切った兄でしたから頼もしく感じていました。その兄が

60歳を目前にして、突然の自死。直前、日頃音沙汰無

しの兄からの電話、兄の訪問、「どうしたの、今忙しい

時だから、そのうちに行くからねJと冷たく返していた

私は、目の前が真っ暗になりました。人の話を聴くこと

に奔走しながら、身近な兄の心の戸を聴くことができな

かったのです。兄は、強い人だから、との忠いこみから

後回しにしてしまった自分を責めました。

平成15年5月、「生きるための傾聴J、よりよく生き

るための傾聴講座を勉強の仲間と共に開設することがで

きました。NPO日本交流分析協会九州支部で、交流分

析という分かりやすい心理学をベースとした「TA傾聴

基礎講座」を開設し、毎年5月から半年かけて「聴くJ

ことを学んでいます。受講生の感想の一つは、「相手の

話したいことを聴いているのではなく、自分の聴きたい

ことを聴く自分が居ることに気づいたjなど、自分の聴

き方の癖に気づかれることなどもあります。「自分の癖J

や思いこみに気づいて、そこから改善ができるのだと思

います。「傾聴Jで自己と他者の心の扉を聞き、よりよ

く心豊かに生きるきっかけになって欲しい、その人がど

のように生きたかが、死に方につながるのだと思うので

す。

11 
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フィリピンで学ぶICの教え

鹿取美江 立命館大学国際関係研究科修士課程前期2年生

私は、今年の3JJ下旬から、大学の交換留学制度を利
用して、フィリピンI-iii立大学に留学しています。ICに

は、 2003年のコーllt界大会参加以降、関西例会、アジ

ア・大平洋青年会議（APYC）、韓国での東北アジア青年

フォーラム、そして、小田原因際会議への参加という形

で、関わらせていただいています。

私は今、フィリピンにいます。日本から飛行機でわず

か4、5時間で着いてしまうのに、見るもの全てが日本

とまるで違うこのllijで、時に戸惑うこともありますが、

私は今円も元気に、人生における掛け替えのない時を過

ごしています。フィリピン大学は今夏休みで、私はサ

マークラスを取っています。私は毎日、プリントでいっ

ぱいの大きなかばんを肩にかけ、半そでにジーパン、そ

して履きなれたスニーカーという格好で、登校途中の学

生でぎゅうぎゅう詰めのジープニー（乗りあいタクシー）

に乗り込み、学校に通っています。近頃、そんな姿もだ

いぶ様になってきました。

私には、登校時、欠かさず持っていくものがありま

す。それは、携帯電話、大学キャンパス内の地図、それ

に緊急連絡先のメモです。携帯電話は、私がフィリピン

大学に来て問もない頃、ホストブラザーがいろいろな店

に足を運び＼吟味の上選んでくれたものです。地図は、

私が、大学の寮に移り住む日の朝、ホストファーザー

が、きっと役に立つだろうと、手渡してくれたもので

す。緊急連絡先のメモには、ホストファミリーの家の住

所や電話番号、それに、大学の近くに住んで、いるホスト

ファミリーの知り合いの家の住所や電話番号などが丁寧

に書かれています。そのメモには、ホストファミリーお

勧めのボトルウォーターのブランド名や最低限必要なタ

ガログ語の単語なども苦かれています。

ホストファミリーは、私がこれから約一年間フィリピン

で暮らしていく確かな土台を作ってくれました。私は、

これらを見るたびに、ホストファミリーのことを想うの

です。

私は、大学でサマークラスが始まるわずかばかり前に

フィリピンにやって来て、大学の寮に住むまでの数日

間、ホームステーをしていました。ホストファミリー

は、IC日本事務所の長野さんに紹介していただいた、同

じく ICメンバーの方々です。“フィリピンICのことが

知りたしゾ“フィリピンで知り合いがいたらどんなに心

強いか”という思いから、長野さんに相談したことが

．フィリピンの子供達と

きっかけです。

今でも鮮明に思い出される光景があります。それは、

私が不安いっぱいで、マニラ空港に降り立ったrIのこと
です。たくさんの人々が慌しく行き交う到おロビーで、

きょとんとしている私を、ホストマザーは、とても暖か

く迎えてくれました。会ってすぐに、いままで緊張して

いたのがうそのようにリラックスしていき、それに気づ

いた時の驚きは、今でも鮮明に覚えています。お客を迎

え入れるというよりむしろ、遠くに住む家族の帰りを

待っていてくれた、そんな雰閉気を感じていました。

ホストファミリーとの日々は、とてもステキなものでし

た。彼らから、ステキな生き方を教えてもらったように

思います。それは、今日という掛け替えのない一日に自

分に何ができるかを考え、そして今日という日を存分に

楽しむということです。ホストファミリーは、 一日の始

めに“静かな時間”を設け、今日という日に円分に何が

できるかを考え、そしてそれを実行しているのだと教え

てくれました。また、彼らは多彩な趣味を持ち、たくさ

んの人々の輪の中に、生活を置いていました。ホスト

ファミリーが一日中家にいることはほとんどなく J、つ

もどこかへ出かけ、彼らにできることを人々に提供し、

そして、彼等自身が、こころからそれを楽しんでいるよ

うでした。

“なんの変哲もない、退屈な日々” “常に何かに追われ

気づいたら終わってしまった今日”こんなH寺の感覚に支

配された社会で暮らしてきて、私は、ホストファミリー

の生き方がとても新鮮でステキなものにM.~ えました。

先日、ホストファミリーに連れられて、フィリピンIC

の例会にも参加してきました。例会は、 」ヶ）］に一度、

フィリピンICのリーダーの方の家で閃かれているそう
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で、毎回、 10人弱くらいのメンバーが集まるそうです。

メンバーの方々は皆、長年にわたってICに携わってき

た人ばかりで、例会は、気心しれた友達、もしくは家族

との団築といった雰囲気で行われていました。どことな

く、私が日本にいる間に参加していたIC関西例会に似

た雰囲気を感じ、私はすぐに打ち解けることができまし

た。さて、母国を離れ、ある種の開放感と、豊かな感受

性、それに客観性を手に入れ、私は今、 ICについて考

えています。私は、フィリピンに来て、ホストファミ

リーや、その他のICメンバーに出会い、 ICのすばらし

さを改めて実感しました。同時に、道路わきの掘っ立て
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小屋に住む人々、物乞いをする人々を見るにつけ、ICの

提唱する“まず、白分から変わる”という言葉がちっぽ

けで無力にも思えてきました。しかし、その“自分”と

は、ホストファミリ一、フィリピンや日本、その他数多

くのICメンバーにとってのそれでもあるのだとしたら

…。私は、自分に問いかけています。

ICの壮大なる教えは、それへの疑問、葛藤の過程

なくして、到底理解しえないもののようにも思えます。

私は、母国を離れた今、ゆっくり自分自身と向き合う時

間を設け、また、たくさんの人々と出会い、壮大なるIC

の教えの意味深さに触れられたらと思っています。

『一番大切なものとは何でしょう？』

カピラ・パンダラ・ゴダクンブラ

私は、 34--tのスリランカ人です。

日本にお世話になって約10年になります。その間IC

(MRA）の皆さんに大変お世話になり、今や子供二人の

父親にもなりました。

私の人生で、今 一番大切なものは子供たちと家族

です。そのために自分の命をかけています。でも、もし

明日何か起きて、私だけこの世の中に残されたとした

ら・・・ 。嫌です。そんなことは考えたくもないで、す。

皆様は、このようなことをお考えになったことがあり

ますか？しかし、 2004年12月26日に、この恐ろし

いことをスリランカ人の60%が実際に経験しました。

津波自体を全く知らなかったスリランカ人。子供大人

に関係なく、スリランカの人々の命、大事な家族が、み

んなの将来が、そして、全ての財産が一晩で、何時間で＼

大津波によって流されてしまったのです。残されたの

は、まるで魚が死んで、いるような人々の遺体、ゴミ、そ

して、ばらばらになった家族だけでした。

亡くなった子供や大人の遺体を焚きながら泣いてい

る残された人々が、海を見ながら同じ言葉を叫んでい

ました。それは「自分たちも同じように殺してくれ、で

なければ、海に飛び込んで死んでやる」と、ただひたす

ら叫んで、いました。これから自分たちが生きて行く

標が失われたからだろうと私は思いました。それだけ

でなく、亡くなった二人、 三人の遺体をオートバイに載

せたまま、「どうしよう．．．どうしよう...Jと、どうし

たらよいか分からなくなって途方に暮れている人も少

なくなかったのです。また、遺体を自分勝手に処理する

ことができなくなり、遺体が息ができなくなるほど、臭

くなったこともありました。

自分の家族を捜している子供や大人も少なくありません

でした。学校ごと流され、もう二度と勉強できることは

ないだろうと子供たちゃ先生たちが悲しんでいました。

海の仕事をしている人は魚を釣ってきても、魚が売れ

ず、捨てることになったのです。それは津波で流された

遺体を魚が食べたのではないかと言う考えがあったから

です。

スリランカは、観光とのつながりでの仕事が多く、今

回観光スポットがほとんど流されたために、仕事に困る

ようになった人々も多くありました。

ぶまでスリランカで22年間の内戦があったことは皆

さん御存じのことと思います。この津波で敵味方なく多

くの人々が亡くなったことにより、 一体何のために22

年間もお互いに戦ってきたのかということをみんなが疑

問に思うようになりました。自分たちがそれぞれ守って

きたもの全てが流され、又、自分たちを守るために一生

懸命埋めた地雷も津波で自分たちの家にまで流されて来

たり、地雷をどこに埋めていたのかも分からなくなって

います。自分たちを守ってきたはずのものが、今、自分

たちを逆に危険な状況にさせているのです。津波にはス

リランカ人であろうが、テロリストであろうが、関係な

かったのです。全て流された結果、今になって皆がより

深く考えるようになったことは良かったと思います。

困っている私たちの国民のために、なんらかの形で皆

様のお助けを頂ければとても有り難いと思っています。

13 
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TTCRT日本委員会ニュース企企

最近の動向について

．急展開を見せているCSRイノベーションについて

1994年にICの基本理念である“まず自らを正し、誰

が正しいかではなく、何が正しいか”を盛り込んで策定

された「経済人コ一円卓会議・企業の行動指針」の達成

度合いを測定するために開発された「CSRイノベー

ション」の診断ツールが相次いで企業に導入されていま

す。

実際に導入している企業の関係者からは、「この診断

ツールを通じてこれまで社内で気づいていなかった強み

や課題を把握することができ、今度どのように改善に取

り組んでいくべきかという方向性が見えてきましたJと

のコメントが寄せられています。また、今年5月より

「CSRイノベーションjに関しては一元的に運営管理で

きるような体制を強化していくことが必要との判断が

CRTグローバル運営委員会（GGB,Global Governing 

Board）によってなされ、 CRT日本委員会がこの重責

を担うことになりました。これを受けて、 CRT日本委

員会で活躍されているメンバーが更に力を結集し、急

ピッチでこれまで蓄積してきたノウハウや技術を国内外

の協力団体に向けて提供する準備を整えてきました。

今後．日本だけでなくグローバルに、この「CSRイ

ノベーションJが普及していくことが予想され、海外を

含めたコンサルタント会社やその他の団体（豪州、米

園、欧州など）からも CRT日本委員会とタイアップしa・
て普及できないかという問い合わせが来ています。

・日本企業の次世代経営者たちがコー・マウンテンハウスで学んだこと

社団法人日本能率協会（J MA）は、昨年に引き続 各国から集まった参加者と触れ合いました。レマン湖を

き、 CRT日本委員会と共同で、本年7月欧州において 眼下に望む静かな環境の中、リーダーにとって大切なも

「JMAグローバル・ビジネスリーダー（GBL)コースJ のとは何かについて、皆さん深く内省をすることができ

を開催しました。 たのではないかと思っています。

このGBLコースは、日本のみならず欧州、米国、中

国を訪問し、各地のリーダーや専門家と対話を繰り広 最近、私が静かな時間を持つ時に、しばしば心に浮か

げながら、リーダーとしての自らの「軸Jを磨くこと んでくる言葉は、 MRA（現IC）の創始者ブックマン博

を目的にした次世代経営者育成プログラムで、今年は 士の、“最大のことをすることを恐れないように祈れ”

日本を代表する大手企業から選抜された12名の部長ク というものです。

ラスのメンバーが参加しました。

7月 1日～9日にかけて欧州で実施されたプログラ

ムでは、 1～2日にロンドンにおいてCRT次期会長で

英国貴族院（上院）議員のブレナン卿、スタンダード

＆プアーズ（Standards& Poorユs）社のジョージ・

ダラス氏、オックスフォー・アナリティカ（Oxford

Analytica）のマイケル・べイツ氏らと対話を行い、ま

た7日～9日には、 CRTの原点であるスイス・コー・

マウンテンハウスを会場にセッションを行いました。

特にコー・マウンテンハウスでのセッションでは、 IC

フランスの会長であるジョン・フォイエ (JeanFayet) 

氏が、「愛（Love)J、「正直（Honesty)J 、「無私

(Unselfishness) J 、「純潔（Purity）」という ICの「4

つの絶対基準Jについて言及され、対立を克服し、よ

り良い社会を築くために何が必要かについてこのグ

yレープの方々と対話をされました。またメンバーは、到

着と同じ日から閉幕したコ一世界大会にも部分的に参

加し、分科会の討議やコミュニティでの活動を通じて、

CRT日本委員会 ． 
事務局長石田寛

．コーのマウンテンハウスを背景に
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．国連での諮問的ステイタスを取得

去る 6月にICインターナショナル（NGO）として

国連経済社会理事会 (ECOSOC）の諮問的ステイタス

を取得しました。ド！連経済社会理事会は54ヶ同のメ

ンバ一国をもち経済開発、貿易等の経済問題、及び、人

口、人種差別、市少年、人間環境等の社会問題を担当

します。又、教育と保健の改普、世界各地の人権と自

1!1の尊重といった問題についても、勧告を行っていま

す。

IIICオーストラリア国際会議． ブリスベーンで7月1口から4日まで開催されたIC
同際会議に250名が参加し、その結果、大平洋・アジ

アの国々での糠々なイニシアティブが生まれるきっか

けが生まれました。

近年のイスラムへの不信感とも相まって、オースト

ラリアとインドネシアの関係は難しいものになってい

ました。インドネシアからは、5千万の会員を擁する世

界最大のイスラム組織であるナブラツル・ウタマのロ

ズィー・ム二アール副議長、そして、人権コミッショ

ナーのハビブ・チルジン博士も参加しました。彼等は会

議で、司法長宵や全国キリスト教会協議会会長等を含

むオーストラリアのリーダー達と会いました。

教会の指導者や政治家、そして、ソロモン諸島におけ

る選挙浄化運動に関わる200名の青年たちの代表を含

む25名がソロモン諸島から参加しました。その中の

人であるソロモン中央銀行の総裁は、「風土病にも似た

同の汚職を取り除けるかどうかに国の将来がかかって

いるので会議に参加したのですJと述べました。この汚

職の問題は、インドネシアのナブラツル・ウタマでも焦

点を当てていた問題であり、ソロモンからの参加者は、

この問題の解決に取り組んで来たオーストラリアの

．ソロモン諸島

大平洋に位置するソロモン諸島におけるひどい内戦の

後、人道的な救済活動に大きく関わった人が、和解に向

けての彼の勇気に満ちた努力と来年3月に予定されてい

る重要な選挙に間に合うようにと選挙浄化運動が青年達

によって立ち上げられたことについて、スイスのコーで

話しました。彼がその報告をしている聞にも、オースト

ラリアのICのジョン・ミルズ氏、リズ・ウィークさん、

そして、ナターシャ・デーヴィスさんが、ソロモン諸島

このステイタス取得により次のような権利が守えられま

す。

・理事会やその補助機関の公開の会合にオブザーバー

としての参加

．理事会が取り組んでいる問題について声明書を提出

で、きる （求められた期作には11.U］での発長もありえる）

．同述関係の会議への参加（会議の準備委1.1会との共同作業

や意見－＆1りjを合む）

人々や、パプアニューギニアの元副首相、そして、フイー

ジー市民憲法フォーラム役員たちと体験の交換を図るこ

とが出来ました。

若い参加I省達も、カンボジアーベトナム、日韓、スー

ダンの北部と南部、そして、オーストラリアや大平洋の

国々の中でといったように、それぞれ信頼の構築に励ん

でいることを報告してくれました。それぞれのセッショ

ンの冒頭には活気のある寸劇が上演されましたが、これ

はこの会議の数カ月前から、青年達が何回もメルボルン

に集まり練宵してきたものでした。

「希望を抱いて帰ることができますJと参加したオー

ストラリアのアボリジニのリーダーが言いました。最後

のセッションでは、 50人以上の人々が、新しいビジョ

ンと強い確信を述べてくれました。

8月にはICのワークショッフがインドネシアで、そし

て、次の大平洋．アジア会議が2006年の10月にフイー

ジーで開催される予定です。

ジョン・ボンド、オーストラリアIC専従

（ワールド・ブレティン7月号の記事から）

に向かっていました。それは、オーストラリア・ブリス

ベーンでのIC国際会議後に、人生における価値観、リー

ダーシップ、地域社会の構築に関してソロモン諸島の人

たちにトレーニングを施して欲しいという要請に応える

ためでした。6日間にわたったこのトレイナーを養成す

るためのワークショッフを通して、参加者の信頼感が深

められ、感銘が与えられました。家庭の崩壊による心の

傷や最近の民族問の緊張等の話が初めて諮られると共

15 
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に、強い決意がなされ、既に解決に向けての動きが始ま 運動の全国展開のための12の活動チーム（各チーム12

りました。このワークショッフに参加したチームはソロ 名で構成）に加わることを申し出ています。

モンのICに加わりたいという人々に自分達が受けたの （ワールド・ブレティン9月号の記事から）

と同様のトレーニングを提供すること、そして選挙浄化

園第2回ICカンボジアーベトナム・ダイアローグ

去る7月に、それぞれの国々から約半分ずつ計50人

の学生が参加して、 9日間にわたる第2回カンボジアー

ベトナム・ダイアローグが、カンボジアで開催されま

した。カンボジアのICの会長であるキム・プット氏は

開会式で「私達は若いので過去に対する責任はありま

せんが、これから将来起こることに対しては責任があ

るのですj と述べました。

講演者の話しに加えて、自己の発見、カンボジアと

ベトナムのそれぞれの歴史、文化、紛争解決と和解と

いったテーマでのワークショッフが6団関かれました。

このダイアローグは、関わった全ての人々にとって

チャレンジに満ちたものでしたが、参加者の多くは「こ

のダイアローグへの参加は自分の人生をまさに変える体

験となったJと述べました。

（ワールド・ブレティン9月号の記事から）

今後の予定（日本）

10月 1日（土）～ 2日（日）

10月26日（水）～ 11月 1日（火）

1 1月 18日（金）

12月 3日（土）

第28回IC関西秋季大会 於：大阪ロッジ舞洲

中国同際交流協会訪日受け入れプログラム

斎藤アンジュ玉藻さんによるバイオリンコンサート

於：ムジカーザ (ICょっ葉会主催）

総会／講演会（東京）於：円本カメラ財団

入会のご案内

IC (Initiatives of Changeイニシアティブス・オブ・チェンジ、前身はMRA (Moral Re-Armament））は、

1938年にロンドンで発足して以来、対立する相手や国を変えたいと思うなら、先ず自分、そして、内1£1から

変わるべきであるj と言う理念に基づき、あらゆる民族や宗教や文化の恨底に流れる共通の倫理観（モラル）を

． 

普遍的な絶対基準（正直純潔、無私、愛）にまとめ、それを基盤にして紛争解決に不可欠な信頼関係醸成の，.

ための橋渡しを、世界各国で進めてきました。

当国際IC日本協会は、 1977年より毎年世界各国の代表を照いて国際会議を開催し、相互開解と信頼関係

の醸成に努めてきた他、講演会や各種会合、各国のIC国際会議への参加、新しい東アジアの関係構築を図るた

めの青年同士の交流等々内外で様々な事業を行っています。ご入会された方には各種行事案内、又、機関紙等

をお送り致します。世界情勢を知り同際的な視野を得ることができます。

年会費 1.正会員 個人 6,000円 2.賛助会員個人 3,000円以上

法人 50,000円 法人 50,000円以上

編集後記

厳しい残一容が続き、国内で、は台風や地震の被害のニュースが、又、アメリカからもハリケーンの大きな

被害のニュースが伝わって来ました。犠牲になられた方々のご冥福を心よりお祈りします。

I民Jニュースの発行が遅れましたことをおわび致します。次号では、韓凶で開催された第2何日中韓の大

学生による第2回東北アジア青年フォーラムやコーの枇界大会等についてご報作致します。

季節の変わり目、背様くれぐれも御自愛下さい。


